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₲ ᾶ Ϲ− ὣ ῾ Ӝ Ϲ ⁮אָ Ἠ ♯

Ḛᵭ τϑӣ ᶡ Ϲ ẇͽ ӜShort -term Study Abroad 

Program ͽ Short -Term Volunteer Abroad Program Ή҉‫ ͽ Ϲ−

Ḁ ⁮ ᶳ  

ˢ⁵ ϹѴ ἐ ằ̻ ∆҉− ӣ ᶡ Ϲ− ằ̻ ὢ

Ỹ ϧϹ ╧ᶜ ╧ Ӱ˟ τϑ ᴷ ᵺ Ỏԃ ӡ Ӱ˟

̥ᵴΉ ὢỸ Ϲ ע Ӫͯ ⁮ פֿ ᵈᵴ פֿ

ể ổ τϑ Ϲ− ϹϹ− ᵺ אָ ḊṔͯ ᶽᴭ

ᶳ  

 

1.グローバル教育支援センター基本方針 

センターの基本方針は大きく以下の 3 点である。 

 

(1) 海外との教育交流の推進によるキャンパスの国際化 

国際的な学生交流を推進、そして外国人留学生と日本人学生との交流を通して、互い

に学びあうキャンパスを創造し、キャンパスの国際化を実現する。 

(2) 外国語教育プログラムや学生の海外派遣の支援体制の充実による「希望者全員留学」の

実現 

英語をはじめ外国語の語学力向上のための講座提供の充実を図るとともに、留学相談

により日本人学生の海外留学支援を行う。また、留学フェアやワークショップ、セミ

ナーの開催などにより留学への意識を高める。 

(3) 海外からの優れた留学生の受入の促進と留学生に対する日本語教育の充実 

留学生の獲得に当たっては、協定校からの短期留学のみならず、私費留学生、国費留

学生など長期留学生を積極的に獲得する。留学生に対しては、修学上及び生活上の指

導助言を行なう。また、外国人留学生に対する日本語・日本文化・日本事情に関する

教育を行う。 
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３．活動報告 

3.1  セミナー・ワークショップ 
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(2) τϑ Ϲ （第 1 学期・第 2 学期） 

 

Ӱ˟ằ̻ Ϲѻ τϑ Ϲ ᶆ ֥ ᾈ ⁮ Ϲ−

Ῠ τϑ Ϲ ϋḼ 202 ͮҊ Ỗ ᴁ εỸẴ ⁵ Ἆγ

ΉϹ ӱ ҇Ẫ╣− ᶼậ 1 Ϲѻ ẇͽἐ 2 2 Ϲѻ ẇͽἐ 1

ẇͽ Ϲ− ϯ Ϲ ᴁΪ

כֿ ⁵ ˋᴳ ӡ Ϲ ᶺ

Ӫ כֿ ẇͽἐ ᵺ ạᴍ ἵ ỡ ѧ ắ Ѿ

γ еⱵ ϹỸᵅ ᶆ ˋҞ Ỗѕ Ẫ  

 

1 ϹѻϋḼ  

ϋḼ Ỗ 1 ε 6 ᴘ ₣15:00 16:20 2 ε 6 ᴘ 2 ₣15:00 16:20  

1ε ẇͽϹ− Ϲỗⅎ ˞ⱦַא ḫ ᶀ ӰἸ ḊṔӣ Ѿ

ᶣ JICA Љ ỡ⁬ Ϲ ᴻ ḊṔӣ ᵅῺ Ҿ ⁵ṗת ᶼ̽

Ѵ Ϲ╣ Ϲ Ỹᵅ ᶆ

Ḁ 2 ε Ϲ− Ϲ Ṕ ᴁΪ ᾈ

⁮ ϹᴁΪ Ϲ  

 

2 ϹѻϋḼ  

ϋḼ Ỗ 1 ε 11 ᴘ ₣15:00 16:20 2 ε ᴘ ₣15:00 16:20  

1 ε 1 Ϲѻ ḫ ӰἸ ᶼ̽ ỸẴ ᶼ̽ᵭ ẇͽϹ−

Ѵ Ϲ╣ Ϲ Ḁ 2 ε

љḊ ⁵Ϲ− ◗ ϹᴁΪ

Ὂ ᵭ ẇͽ Ϲ− ⁵Ϲ−ѕ Ϲ Ṕ

╣ ᵺи ỸẴיּꜙ  

 

  

      ϹᴁΪ ˋᴳᵺи             ϹᴁΪ Ϲ− 

 



 
6 

 

3  海外留学フェア 

 

 

 

 

時間：2024 年4 月24 日(水)13:10 -16:20  

場所：朝倉キャンパス共通教育棟 2 号館 

 

時間：2024 年10 月29 日(火)14:50 -16:20  

場所：朝倉キャンパス共通教育棟 3 号館 

 

海外留学フェアにおける学生のプレゼンテーション 

 

概要：海外留学フェアは、短期・長期留学、トビタテ！留学 JAPAN、青年の船などのプロ

グラムを学生に周知・促進することを目的として、前期と後期に朝倉キャンパスで開催され

た。4 月に開催された第 1 回目のイベントには、30 名の学生が集まった。センターのスタ

ッフは午後から会場に待機し、情報やアドバイスを提供した。また、参加者は留学経験者の

プレゼンテーションを聞いた。10 月に開催されたイベントは、キャンパスのあまり目立た

ない場所であったためか、参加者はそれほど多くなかった。今後のイベントを計画する際に

は、良い場所を確保することが重要な検討事項となる。全体として、今年度は海外留学プロ

グラムへの参加者が増加しており、海外留学フェアのようなプロモーション活動は、参加者

をさらに増やすための有効な手段である。 

 

   

資料：海外留学フェア案内          資料：海外留学フェア案内   
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(4) 協定校間特別セミナー（第 1 学期・第 2 学期） 

 

＜第 1 学期開催＞ 

《異文化理解のその先へ》 

 

講師：明知大学校 佐藤 揚子 客員教授  
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Ẫ                           ẇͽ Ẫ 

 

 

＜第 2 学期開催＞ 

 

《外国語学習と生成 AI 》 
 

講師：釜山外国語大学校 三國 喜保子 助教授  
 

2024 年 12 月 18 日(水)に、高知大学グローバル教育支援センター主催の協定校間特別

セミナーが行われた。講師には、韓国の協定校の釜山外国語大学校日本 IT 専攻の三國喜保

子先生をお招きし、「外国語学習と生成 AI 」というテーマで学生と相互交流をしながら講義

が行われた。今回のセミナーは韓国から三國先生に接続していただき Microsoft teams 上

で行ったが、高知大学の留学生ならびに日本人学生のほか、海外の協定校である中国の安徽

大学からもクラス単位で参加していただき、合計 70 名ほどの参加となった。 

セミナーは、効果的に外国語を学習するために生成 AI をどのように活用すれば良いかを

考えてみるという目的で行われた。まず、参加者の生成 AI のイメージや利用頻度、利用目

的などを確認した後、生成 AI の特長を学んだ。次に、実際の外国語学習につながる具体的

な生成 AI の活用法として「単語・表現の学習」、「ライティング（作文）練習」、「リーディ

ング（読解）練習」、「会話練習」、「文法説明・練習」の観点から実践的に学ぶ機会になった。

最後に、生成 AI はあくまでも学習をサポートするための補助的な道具であり、様々な学習

方法を組み合わせて使い方を学ぶこと、デジタルリテラシーを身につけることが重要であ

ることを確認した。 

参加した学生からは、「生成 AI の活用は、学習者に個別化された学習体験を提供し、翻訳

や発音指導の精度向上に寄与する可能性があると感じた。一方で、AI への過度な依存が学

習者の自主性を低下させるリスクについての議論も印象的だった。このセミナーを通じて、

外国語教育と AI の未来に大きな可能性を感じるとともに、その倫理的課題にも向き合う必

要性を感じた」、「今回のセミナーでは、生成 AI が提供する瞬時の翻訳や学習サポートは、

効率的な学習ツールとして魅力的である一方で、人間の創造性や批判的思考をどう補完す
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るかという課題も浮き彫りになった。また、異文化理解においては、単なる言語の正確性だ

けでなく、文脈やニュアンスを読み取る力が重要であると再認識した。今後、AI を活用し

つつも、人間ならではの学びを大切にしたいと感じた」、「協定校の学生との交流も刺激的で、

視野が広がる良い経験だった」等の感想が寄せられ、セミナーを通して充実した時間が共有

できたことを非常に嬉しく思う。 

 

  

Ẫ                                ẇͽ Ẫ 
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3.2 海外派遣留学 

 

 τϑ Ϲ╝ γҷ Ϲ ᴻ ḉγ（第 1 学期・第 2 学期） 

 

Ӱ˟ằ̻ Ϲ ї ѯ ῾ Ϲ− Ӝ τϑ Ϲ
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ὁ Ϲ ᶡ Ϲ Ϲ ͒

ΉϹ Ϲ Ϲ Ϲ ḉ ᶺ ẇͽἐ ╝ γὊ ᵭ

ᵌ ỷ ᶺ ϹỸᵅ ᶆ ֥ ổ Ẫ 

 

説明会会場の様子 

    
τϑ Ϲ ḉ  10 ᴘϋḼ                           τϑ Ϲ ḉ 10 ᴘϋḼ   

      

 Ϲᾈ  

 

Ӱ˟ằ̻ ᵺи Ϲ ѻᵴϹ Ϲ τϑ Ϲ ᶛ Ϲ−

Ῠ Ϲᾈ SAP: Study Abroad Preparatory Module ỸẴ

τϑ Ϲ Ṕ ủ ὢỸ Ϲ−Љ ה

ằ̻ ỸẴ 2024 ϧϹѻ ˀͮ ỸẴ
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1 

5/29( ₣)  

4, 5 ᵊ 

ˑ ͯ δ

WS 

ˑ ͯ δ
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Session 

2 

6/ 5(₣)  

4, 5 ᵊ 

 

̥ᵴ  

Presentation skill ̥ᵴ

ж  

Social interaction: ´−Љ Ạ

ᵅ 

 

Session 

3 

6/1 2(₣)  

4, 5 ᵊ 
Ϲᾈ  

τϑ ѬѾш  

ᵌ Ϲ ╚  
10  

Session 

 

6 /1 (₣)  

4, 5 ᵊ 

ὶ ◗ 

 

Ϲ◗ᵭ ᵴϹ ‛ ₑ

ỸẴ 
10  

Session ҷ Ϲ╣ ̥ᵴ Ạ Ϲ− Ῠ ỸẴ ̥ᵴᴡ Ϲ

Ϲ− ˋẇͽ  

 

2024 Ϲѻ ☺3 ε  

 Ỗ   ẇͽ⁵₲ 

Session 

1 

11 /2 7(₣)  

4, 5 ᵊ 

ˑ ͯ δ

WS 

ˑ ͯ δ

 
7  

Session 

2 

12 / 4(₣)  

4, 5 ᵊ 
Ϲᾈ  

τϑ ѬѾш  

ᵌ Ϲ ╚  
14  

Session 

3 

12 /1 1(₣)  

4, 5 ᵊ 

Ϲ

Ỹ ̥ᵴ 

Communication skill and strategy

Ϲ Ỹ ̥ᵴ

 

4  

Session Ϲ╣ ̥ᵴ Ạ Ϲ− Ῠ ỸẴ љḊ ̥ᵴᴡ

Ϲ Ϲ− ˋẇͽ Ϲ◗ ὶ ◗ ϧỡỸẴ

╚  

 

202 4 ἧ ẇͽἐ ᵺи Ϲ ὶ Ϲ− ӡ Ӱ˟ΉShort -

term Study Abroad Program ѻ Ϲ ὂἐ ѻҶΊ љḊ

ᵴϹ Ϲ Ϲ− 1 Ϲѻ ☺ εỸẴ Ḁᴁ38 2 Ϲ

ѻ ☺ ε Ḁᴁ25 ẇͽ ẇͽἐ ᾑ τϑ ᶺ Ϲ−

τϑ ᶺ Ṕ •ᶣ Ỹ ̥ᵴ ₉ Ϲ ᵺи Ϲ ὶ

Ϲ− Ῠ ỸẴ ᵌ ϧϹ− Ϲᾈ  Ӳ Ἠ ᶺ

Ϲ ╚ Ϲ Ϲ Ṕ •ᶣ

Ӱ˭ Ḁ ẇͽἐ ϹὊ ᵭ ḽ ᶺ

ὶ ◗ ᴕΌ ϴ ᵴϹ ‛ ˋủ ͯ זּ  
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 ᵌ Ϲꞈ  

 

Ӱ˟ằ̻ τϑ Ϲ ї• Ϲ− ằ̻ Ӱ˭ ᵌ

Ϲꞈ ᶺ Ϲ− ḊṔᵺ ′ḗ ᶺ30

1 Ỗѕ Ӱ˭ 1 ᶺ Ϲ ї ꞈ ᶺ ꞈ ∆Ξ

Ϲ ᵺи Ϲ ѻ Ẽ Ϲ ꞈ Ỗ ᵺи Ϲ

͒ ᵴϹ ᴙ Ϲ− פֿ ᵴϹỆᴻ ṭ ꞈ ᶺ

 

2024 1 Ϲѻ ꞈ ᴙ₲48 ᴙ ꞈ ⁵₲42 ⁵ 2 Ϲѻ ꞈ ᴙ₲ 25 ᴙ ꞈ

⁵₲ 23 ⁵ 1 ᴘ Ỗ 1 Ϲѻ ꞈ Ϲ− 7 ᵺи Ϲ 6

ѻ Ϲ ẇͽ Ϲ− ֥ Ϲᾈ Ϲꞈ

Љ ̂ ϹѴ ╣ ᶆד ṩḚ ̳ʸ ⅎφ ͻ᷈ ̚Ӽ

˞ Ѵ Ϲ− ṩ +ͽ  

 

Ϲ ꞈ ⁵₲ 

 1 Ϲѻ 2 Ϲѻ 

⁵ ἎγΉϹ  28 ⁵ 16 ⁵ 

τ ΉϹ  8 ⁵ 3 ⁵ 

˛Ϲ  1 ⁵  

˞ӣ Ϲ   2 ⁵ 

ᶏϹ  3 ⁵ 1 ⁵ 

Ӱ˟Ϲ  2 ⁵ 1 ⁵ 

 

Ϲ ꞈ ⁵₲ 

 1 Ϲѻ 2 Ϲѻ 

1 − 17 ⁵ 9 ⁵ 

2 − 21 ⁵ 10 ⁵ 

3 − 1 ⁵ 4 ⁵ 

4 − 3 ⁵  

Ϲ˵−   

   

ꞈ  

 1 Ϲѻ 2 Ϲѻ 

Ϲ ѯ ῾  9 ⁵ 4 ⁵ 

∆Ξ Ϲ ᵺи Ϲ ѻ Ϲ  29 ⁵ 17 ⁵ 

Ẽ Ϲ  4 ⁵ 2 ⁵ 

 

Ѵ Ϲ╣  ˞

₲ε ͒ ῺḀ 1 ε ꞈ ѯ  

 

     ̥ᵴᴡ ₲ ˞  

16 ⁵ 1 ⁵ 0 ⁵ 29 ⁵ 1 ⁵ 6 ⁵ 9 ⁵ 3 ⁵ 
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(4 ) トビタテ！留学 JAPAN  

 

Ӱ˟ằ̻ ΉϹῒ ἧḼ Ϲָא⁮

Ϲ JAPAN ‫ τϑ Ϲ Ѵ Ϲ− Ṉ ᾯϹ֖ ằӈ

͒ ϹϹ− ᶺ ͒ Ṕ ϹᴁΪ

ᾙ Ὣể ╝ γ ϋḼ Ӱ˭ ᵌ ằ̻

ỸẴ  

2024 1 ѻ Ὕ ͒ ᾙ ᾙ ◑ᶳ Σ Ϲ−

╗Ằ ₲εᶺ ᴕΌ ˛Ϲ Ϲ−1 Ḁϫ ҷ

Ϲ  

202 1 ѻ Ὕ ᶆ 202 1 ᴘ2 (₣) Ϲ ᶆ ╝ γ

ϋḼ ╝ γ Ӱ˭ ͒ ╝ ͽ

Ϲּסԃ− 10 ѻ− Ϲ ͠ ͒ ᾙ ᾙ

╝ 1 ѻ Ὕ Ϲ− ͒ Ӱ˭

ϹᴁΪ ᵌ ᶺ  

 

 

Ϲ ╝ γ Ẫ 
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(5)  グローバル・エデュケーション・サポート・センター新聞 

 

The Globe は、高知大学の学生と留学生が執筆する新聞である。より多くの学生に留学

を促し、英語での執筆の機会を提供することを目的としている。留学体験や留学への思い、

センター活動、新たな提携など、幅広いトピックをカバーしている。記事は英語と日本語の

両方で書かれている。202 4 年度版には、長期・短期留学プログラムに参加した学生による

記事、GEASC 短期留学プログラムの韓国とフィリピンへの拡大、海外大学との新たな提携、

2024 年の GEASC サマープログラム、日本での生活と学習を経験した留学生の体験談、留

学生と教師へのインタビューなどが掲載されている。 

 

 

新聞の紙面 
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3.3 交流活動 

 

(1) 大豊町における茶摘み体験（地域交流事業）  

 

2024 5 ᴘ 11 ˞ Ὼ ӣ 2ͮ6 Ϲ−ҷ

⁵Ϲ− ẇͽ ˞ ᵺ ˞ ͯ ᴻЉ ᴻ

ᶺ ˞ ‰ ↨ ם ϻ ᾏ ṥԃ

ṥԃὊ ᵭ Љ Ὼᾒ ╩С פֿ Ὕγᾒ ˒Ὕ Љ  

╩ ╩ ֜Љ↑ͯ₢⁮ˇ˭γ ҥ╩γ ả

Ἧ ṥ ẏ ῝β ᵭ Й ṥ

ԃ ╧ Ѿσ ṥԃ ῲ Ἢ ϩ Фꜟ

ṥԃ ᴻ ‗ ᴽ ṅ ‗ṗ

Ạ ᴽὡ Ἢṥ Э ‗ᵭ ᴽ

Љ ᶺ ˞ ꞈᵧ δ ꞈᵧᵺ ‰ Љ ᵭ ϹӰ

˟Ϲ ὡ╣− 2 − ԇ ῝β Ҙ ẇͽἐ

ᴽ ԇ ᴻ Ἢ ІṊ γῺ ∕ ῲ ᴳ

ᵭ Ӊ ╩ ᾒᾙ˵ ᴳϹ ᾙ˵ ả Ϲ Ѿγ  

Љ ẇͽ Ϲ−ҷ ⁵Ϲ− ͮҊ еⱵ Ѳ  
 

ᴻ  

⁬֕ ᶏאַ∟ Ṇ ῧ ᴻ 

  ⁬֕ ‰ ◖‫ ѭ е 

ᶺˏ Ἠ Σ ᶏ ủ 

♯ ḗ е•  

ᾑ ᴻ ϻ Ỗ Ϲ Ḛε 

ἵ Ẽ ṥ  

˞ ױ е  
 

ṥ ᴻ  

ṥ ᴻ ҋὫ ᴻ  

ṥԃ ắ ṥԃ  

᷇ ṥ еטּ ϻ  

Фꜟ ∟ ᷀  

Ӹ ‰  
 

ᶼҞ 

˱ ả Ϲ  ɲ

᷀ Ӹ ‰ ắ 

˙ ᷀ ε₲ ѻѕ Ҍˮ ᾑ Ἀ 

‴ ₑ Ở ᶏ е 

Ἧ ả ᵴᵃ Ӹ ‰ ˫Ῠ ẙ  

͵ҁ ᴳ Ḛε ắ ὶ ắ 
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˞ ᵺ Љ 

ͯ Ϲ ᴽ ắ Ḛ 

ỡ◦ Ἡ е └ └ ◗ 

ắ  

˞ ᵺ ˞ ᵅ   Ӳ ʤ ắ 

˞ ᵺ ỡ ᵴ ᴕᶣ‛ ắ 

˞ ᾶẪ᷈ Ἆγ ⁵ᶅᵂᾶ ể ᶒ ͵ ˞ − ᴕ 

ể הּ ˞ ḛ ј ὡ 

⁵ − Ὼ פֿ ᴳ ὶ  
 
Ӊ ╩ ᾒᾙ˵ᴳϹ  

╩ ᾒ ᴳϹ ʼ ả ᴂאַ ‰ Ӿ ⁵  

ủ פֿ Ỹе ủ ᾼװ ╟ ◗ ┤Ԇ ủ  קּ

ᾼװ ᶳ ⁵ ̫ е 

ả ᴤַא Ẽ ≥ ὦ е ͫ ỡ◦ ˢ 

אּ̓ − еϱ е ☺ Я Ἠ  

ḫ Ҋ ˰ Ạ ╝ ᴻת е 

·͢ ᶺ ᾑ ᾑ ᴳ   Ӹ · ᴤ 

Ӹ  
 

     

Ẫ                                      ả ᶼҞ 

    

ᴽ Љ                                Ӊ ╩ ᾒᾙ˵◗ ὝḀἈ‴ 
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(2)  留学生歓迎イベント 

< Ϲѻ>  

 

2024 4 ᴘ 10 ₣ ᴘ ᷈ Ϲ ᵺи Ϲ− ᴮӃ− оᴈ

Ϲ− Ắ ἧḼ ᵺ ỸẴ ‫ ᵺи Ϲ− ͽ ᷈

Ϲ Ϲ Ϲ− ⁵Ϲ− ѝ ẇͽἐ ᴁ40 ẇͽἐ

ᴻ Ἶ ẋṭ ԇ ͯ ᴻֿפ

ᵺ ‰  

 

                                  ᵺ Ẫ 

 

   
                       ὝḀἈ‴                 ᷈ Ϲ ₦ ᴻ 

 

    

               ᴻ                                  ὝḀἈ‴ 

 

< Ϲѻ>  

 

2024 ᴘ ᴘ ᴘ ᷈ Ϲ ᵺи Ϲ− ᴮӃ− оᴈ

Ϲ− Ắ ἧḼ ᵺ ỸẴ ‫ ᵺи Ϲ− ͽ ᷈

Ϲ Ϲ Ϲ− ⁵Ϲ− ѝ ẇͽἐ ᴁ0 ẇͽἐ ỡᵒ῝β
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ᴻ ╙ Ế ԇ ͯ ᴻֿפ ᵺ

‰  

 

  

                ỡᵒ῝β                                    ᴻ

 

  

                ᴻ                                       ╙ Ế  ᴻ

 

  
                ԇ ᴻ                                       ὝḀἈ‴ 
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(3)  留学生見学旅行 

2024 11 ᴘ 16 ᷈ Ϲ Ṗ┬ ϑḊ⁵ Ϲ− Ῠ ᴳϹ ᶺ ᷈

Ϲ ⁵Ϲ− ᵺ ᴝ ỸẴ Ϲ−37 ⁵Ϲ−9 ˰ Ӱ— 3˭

ẇͽ ˿ Ẉ ‰ ấḊ ᴳϹ

њ Ở ấḊ

ת̛ ể כ →כ δ ‰ ᵭ ᴾ ᶆ

‗ ӯ ᵩᵭ ᴾ ẋṭ ᶺ Ḛε Љ ˞ ͯ

δ ױ Љ Ỗ ῶἒ Ϲ− Ầ ᵺ Ϲ−

⁵Ϲ− ᵺ פֿ ꞈᵧ δ ‰ ắ

 

 

ẇͽ Ϲ− ͮҊ еⱵ Ѳ ˋҞ ᴳϹ ᶺ ⁵

Ϲ− ᵺ Љ  

 

ấḊ   

ấḊ ˿ ☺ ―פ ϻ

ᾶ ẙ ᴳ פ ᵀⱵ ↨

˙ е ˞ ỡ◦ ỷ Ϲ Ở

→ уӨ δ ‰ ᴽ ͯ ỡ◦уӨ Ϲ

Ѿγ ( Ϲ−)  

 

Ϲ− ⁵Ϲ− ᵺ Љ  

Ϲ− ⁵Ϲ− ᵺ Љ ˑ ͯ ͻ ѐ ӡ Ḁ ͯ

ḽϯ Ὼ ỡ ᶳ ᶓ е ᾑ Ϲ

− פֿ ắ ỸṔ ˋϑ ⁪ γ

⁵ פֿ ϻ ᵺ Љ ˑ ͯ

ᵺ ϻ ˋҞ π Ỹе ┤Ԇ ἐכֿ ᵺ ỡ ể ᶓ

Ӫ ắ ᵺ Ỗѕ ´ ὢỸ ᴻ (

Ϲ−)  

Ϲ− Љ ẇͽ Ḛεẇͽ Ḋ ⁵ ὶγ  

Ϲ Ἠ ♯ ♬↨  ᴻת

Ḿᵭ Ϲ ѧ Ὂ Ẽ ♬↨ → ₩  

כֿ Ϲ− ˢᾗ ѱ 

ˀ◗ ᵺ ắ Ѿγ ( Ϲ−)  

̥ᵴ ᵴ ᵺ ᵧ Ḋ ͯ ᵺ −Љ   

е Ϲ−−Љ Ϲ− ᵺ 

ᵧ ┤Ԇ ổ ⁵ ◖‫ 

Ẽ ̥ᵴ ᾋ₦ ⁵Ϲ−  

Ḋ ᷈ Ϲ Ϲ− Ӿ Ϲ  

Ϲ− ᵺ ˢᾗ ϻ ᵴ 
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֠Ἢ Ϲ− ⁵Ϲ− Ḛᵭ  

┤Ԇ ẇͽ ắ ⁵Ϲ−  

 

< Ϲ−ѕ ⁵Ϲ−ѕ ᵺ  

Ϲ−ѕ ᵺ Ϲ −Љ ѕ ӡ ᴻת Ξ

Ḁ Ḋ ͯ ˙ ӡ ỏ ổ

⁪֕е ᵺ ˑ ổ Ϲ

− Ầ Ὕ ᵌ ᴻת π Ỹе( Ϲ−)  

Ϲ−ѕ ᵺ Ϲ Ḋ Ḋ ˙ ᶓ ắᶳ ổ ὶ   

ᴳ ᵺ כֿ Ḋ ủ ( Ϲ−)  

Ϲכֿ Ϲ− Ϲ ᾶ ´ ҋὫ Ѿγ

ḊṔ ᵺ γ Ӹ ἐ Ầ Ḛᵭ ᵺ נּ е

⁵Ϲ−  

 

ᴾ ẋṭ  

ᴾ ẋṭ ỡ◦ ᴤ ‰ е Ỗѕ

˫Ῠ ẙ ̔ ῲ ₑᾙњ ֺᴮᵫẹ ╚ᴁ ͫ ˤ ֩ѕ

ӌ• ṗ Љ ᴤ ắ ₑᾙњ Ở Ở

Ӹ ˰ פֿ Ḛε ẋṭ ˞ ͯ ỡ◦ ᴤ ♬↨

Ϲ ᴾ ᵅ ỡ◦ Ὼᾒ

ắ ( Ϲ−)  

ᴾ ắ ˀῲ ˑḊ῾ᾗ פ ⁵ ᾑ ʝṷ

ͯ ẙ ( Ϲ−)  

ᴾ ẋṭ ‹Ἆ ẇ ᴤַא ̔ ῲ ₑᾙњ ᴳ

Ϲ− Ὼᾒ Ӹ ổ Ӹ ‰ ת

ᴻ ⁵Ϲ−  
 

    

ὝḀἈ‴                             ᴾ ˓‫ ὝḀἈ‴ 
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(4)  大豊学園との交流  

 
< 第 1 回>  
 

 2024 7 ᴘ 11 Ϲ9̴ −( Ϲ 3 −)12 ⁵ Ỹ◐ ̥

ᵴӰ˟ ˢу ᷈ Ϲ Ϲ Ϲ−5 ̥ᵴ ᵺ Ḛε Љ

Ϲ Ϲ− ̥ᵴᵺ ᴻת ̥ᵴ ᵅ ᷈ Ѿγ ˑ ͯ ‖

ᴻת ḊṔ δ ‰ ᶺ

ᵺ γ ẇͽ 

 Ḛε 3 ε ᵺ ΅Ҷ ᴮὂ ᶺ Ṕ ῝β

− 5 Ϲ− ˅ ᾴ 8 ѕ ỡᵒ῝β

ї ̥ᵴ ᵴ Ḁ8 Σת ᵭ

ỗ ˒ Ḁ 5 ε Љ ᶺ Ϲ̴

− ˢ ⃰ ḫ ╩ ᾒ

ҥ ╩ ᴽ ῝β ˒

χ ῾ ὦ ỡ“ ổ ̥ᵴ Ẫ Ϲ̴ −

ᴮὂ ᶆ ỡ ᾈ ῝β ỡ

ὣ YouTube ̥ᵴ ῝β Ϊ ῲ Ằ

Ζᾒ π◘ Ԝ ϻ ∞ Ὄ

ˋ е  

  Ϲ− ỡ ὶ⁬ ỷ

е• − ῝β Ӫ ῝β

Ӹ ỷ − ᶽᴭ YouTube ῝β

Ϊ ᴳ еⱵ Ѳ χ ˑ ͯ

ᵺ ‰ ὢỸ Ỗѕ Σ  

   

交流会の様子                  グループ活動    



 
22  

 

   

グループ活動                   集合写真 

 

< 第２回>  

 

 2024 11ᴘ 18 GᴘHĺ Ϲ̴ 8 −( Ϲ 2 −)14⁵ěỸ◐ Ĺ̥ᵴ

Ӱ˟ĽˢуķĦĵ᷈ Ϲĺ ś ϹĽ Ϲ− 4 ķ̥ᵴĶᵺ ĦĮ!ḚεĽЉ ľ 

ϹĽ Ϲ−ķĽ̥ᵴᵺ Ľתᴻĺŗř̥ᵴ ᵅ š᷈ŐŚѾγķĨŚķķőĺ ˑ ͯĺ

‖śŚתᴻš ĦĵḊṔ δš‰ŐŚķēĕ ĶᶺŞś ƠƮ:ŹŤĚŘŦŸƅƊĤŢ 

ƏƓ:ƭĚŘŻƮŻĤŢ ƫƆţƌĤŢ ŦƵƋƏŹŤĚŘŤŲƫĤŢěᵺ γĺẇͽĦĮ! 

ōĩ Ϲ̴− ĺŗŚ̥ᵴĶĽ Ľѐᵿ  ẏ  Ϲ̴Ľϖ œϹᶡᶺỎ 

űƫƘЉ ĺїĨŚ῝βěđř Ϲ−ľ Ľ Ϲᶡœ ĶĽ−ЉĺĳēĵӸ ‰

ĞỠšדĠĵēĮ! 

 ĬĽᵭ ŦŸƅƊĤŢĚŘƠƮ:ŹŤĽֿפ ↑ĺĳēĵĽ῝βěđĲĮ! ƠƮ:ŹŤ

ĽѹœƠƮ:ŹŤĽ˂ ĺĳēĵűŦżěὶĤśĮě ∆δ ľĬśŊĸ᷈ĞĹĚĲĮ!Ĭ

Ħĵ ƠƮ:ŹŤľƠƮ:שķ Λש ŦƵƋשĽ⁵7ĺŗřἎγěᶣ→Ĥśĵęř d ᵴ

œἿӰ ‗ň ĹĸĽ ͯěˑĹŚě ̥ ᵴěӡ ᵴĹĽĶƠƮ:ŹŤ⁵ľ̥ᵴě ĪŚķ

Ľ╝ ěđř χе•ĦĵēĮ! 

ēĵ ŻƮŻĤŢķƫƆţƌĤŢĺŗŚSƏƓ:ƭľĸĢĺđŚĽĚTĚŘầōŚƏƓנּ

:ƭĽϖ ķỡ◦ĺĳēĵĽ῝βěđĲĮ!ƏƓ:ƭľⅎφĶˢ ᷈ēẈSŪƛƮŻƊTě

đř ě−ōśĮῺᾒĶ ѹľⅎφĶő Ħē ĹẅϲĽכšĦĵēŚĢķě῝β

Ĥś χӾēĵēĮ!ōĮ ỡ◦ě ĚĶ ĦĞ Ħē šῨĺῶĲĵᴳĺēĞƆŤ:

œ ͮřšĨŚƫƗƈťƵŲ ỡ◦Ľ ĶĽƒƵź:źƥƵƙĹĸě῝βĤśχӸ ‰ē

ẪĶđĲĮ! 

 Ḿᵭĺ ŤŲƫĤŢĺŗŚŦƵƋƏŹŤĽϖ ķ ͯĺĳēĵĽ῝βěđĲĮ!ḾᾑĺŦ

ƵƋƏŹŤĽѹœ˂ š Ϲ−ĺ ĵĵőŘĲĮě ƔƵƊĺŗřᴳỎĺ∆δĦ∕řῲě

ĲĮ!ŦƵƋƏŹŤľ 1,300 Ľ ĺŗřᶣ→Ĥśמּ 718ᵈᵴě Ĥśĵęř ˞ĺŗř

ĹҁᵽœὌж ͯě ĦĵēŚķĽ╝ ĺχӸ 7įĲĮ!ōĮ ŦƵƋƏŹŤ

Ľ⁵7ľ−Љě֠ĦĞĵőῚѨš╟œĤĩ ἾřĽ⁵7ķᾝĠđēĹěŘ−ЉĦĵęř Ϲ

ᶡœẚỎěὊŞĲĵĚŘχĶὝōĲĵ‗ỎœŻƟ:Ɔѐ╪šĨŚĽěὌжĺĹĲĵēŚķ

Ľ῝βĺχӸ ‰Ğ ēĵēĮ! 
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 ĬśĭśĽ ěὊŞĲĮᵭ 4 Ľ Ϲ−š˅ŢĶᾴŲƭ:ƙĺ Ěśĵ 10 ѕĩĳ

ỡᵒ῝βœ ĺ ĨŚỷҜ͒  Sᾳ Ľ TĺĳēĵŲƭ:ƙƣƵƒ:Ķ̥ᵴĶᵴřḀ

ĲĮ!10 ˒ĲĮᵭ ỗĽŲƭ:ƙĺת ĦỷҜ͒ ķ ĦḀēšĦđē 4εĽŲƭ:ƙ

Љ ěᶺŞśĮ!Ųƭ:ƙš˒ ĨŚģķĺχ ῾ěὦŘĚĞĹř ỡ“šổĲĵ̥ᵴĶŵ

ơƧƍų:ŹƩƵěἨśŚ ẪěĕĚěėĮ!ĬĦĵ ᵺ γěὊŞřšᴈėŚḙĺľχĨ

ĲĚř İδĠĵęř Ϲ̴Ľ− ĚŘľSŵơƧƍų:ŹƩƵěἨśĵϻĦĚĲĮT 

SőĲķ̥ᵴĶᵺ ĦĮēT SƠƮ:ŹŤœƏƓ:ƭ ŦƵƋƏŹŤĺᶺĲĵŎĮēTķ

ēĕ∞ě ĚśῚѨěˤśĵēĮ! 

Ϲ−ĚŘőSχḾᾑľ ĩĚĦěĲĵēĮě ̥ ᵴĶĽᵺ šϻĦŢĶēĵ ēỖѕį

ĲĮě ķĵőϻĦĚĲĮT SỗεľīŁ ĺ śĵŎĮēTķēĕеⱵěѲĪŘś

Į!χĬśĭśěˑ ͯš ŚĜĲĚĠĺĹřᵺ ě‰ŐŘś ὢỸĦĮỖѕšΣģĨĢķ

ěĶĜĮ! 
 

  
          大豊学園生徒の発表            マレーシア学生の発表  
 

  
     ネパール学生の発表           インドネシア学生の発表 
 

   
      グループ活動               グループ活動 
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(5)  朝倉中学校との交流 

2025 2 ᴘ 2 ⱩᾴϹᶡ֜≤ᾶ ˟→ӣҡγἧḼ Ⱪ Ϲᶡ −

Ῠ ӰỲ Ⱪ ϋḼ Ḛε Ḋ ╪

Ϲ Ḋ Ϲ−Ⱡ ϫϫ ᶼậ ι Ἢ˽╣῎

ӊ Ḏ Λ ṥ Ằ

Ⱪ Ϲᶡ − ṥ ╝ • Ỡ ד ᴳ ỷ ˢ

ὶ ̝ ẇͽἐˢ Ϲ− ҋ

Ὣ ˑ ͯ ᴻ ắ ⅛ ẇͽ ᴳ יּꜙ

· ṥ еⱵ Ѳ  

 Ϲᶡ − Ⱪ Ϲᶡ ╣−ҷ ≤ᾶ ˟→ӣҡγ ẇ

ͽ Ꞌ⅞ 23 ẇͽ ‗ ḊṔᵺ ˑ ͯ δ ₑ  

 

   
     š ħĮᵺ Ľ Ẫ               Я→ĦĮ Ḋ  
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3.4  留学生ガイダンス 

 

(1) 留学生履修説明会 

 

Ỗ 1 Ϲѻ 202 3 ᴘ 28  

2 Ϲѻ 202 9 ᴘ 19  

 

ϖ Ӱ˟ằ̻ ϋᶼ ᵴἸԃ ἵᶼ

ἵ ◗ ᵺи Ϲ− Ῠ ὂ╝ γ ᶺ Ϲ− Ῠ ᵴї

ג Ἰԃ Ӱ˟ằ̻ ϋᶼ ᵴꞋḀ ӡ Ӱ˟ ᵴ

Ỏ῾Ή Ӱ˟Ϲ ⁵ ἎγΉϹ ╧ Ή • ῧṐ ╝  

  ἸԃΉ ἵᶼ ἵᶼỖ ˋ ᴩṮ ῝β ὂ

ї ỷ ἵ ᵌ ꞈ ͒ Ϲ− Ԝ ổ ‴ᴟ

╝ ┤Ԇ ỷ Ϲ− ᴳ Ϲ−Љ ѻ е е  

 

 

会場の様子 
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 Ϲ− Ϲѻ Ϲѻ 

 

Ỗ Ϲѻ2024 3 ᴘ 29 ֖ ᴘ1 ᴘ  

Ϲѻ 4 ᴘ 9 ᴘ20 ֖ 9 ᴘ 27 ֖  

 

ϖ ‫ Ϲ− Ϲѻ3 ᴘ 29 (֖) ᴘ1 (ᴘ) Ϲѻ

ᴘ 9 ( ) 20 (֖) 27 (֖) ỸẴ ϧε ͮ

Ḁ оᴈ ϋḼ ‫ Ϲ− Ṗ Ϲ− ⁵Ϲ− ῾ ᵺи

Ḡ⁪ ‰  

Ϲѻ 

ε 3 ᴘ 29  

○ Ӱ˟ằ̻ Ӱ˭῝β 

○ ᴹш  

○Ϲ ⱦַא  

○᷈ Ϲ−Љӣ ♯Ḁ ʼ  

 

2 ε 4 ᴘ 1  

○῾ ᶼὌ 

○Ϲ− ḊṔ ͢ ῝β 

○ Ϲ−Љ ᾜ  ̀

○ỡ ϹὌằ̻ ῝β 

 

Ϲѻ 

ε ᴘ9  

Ϲ ⱦַא  

᷈ Ϲ−Љӣ ♯Ḁ ʼ  

ỡ ϹὌằ̻ ῝β 

 

ε ᴘ20  

ᴹш  

Ϲ−Љ ᾜ  ̀

 

3 ε ᴘ27  

Ӱ˟ằ̻ Ӱ˭῝β 

῾ ᶼὌ 

ᵺ ӰỲ ᷈ ᴃṶᾘ 
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(3)  ѿḊᾈ ╝ γ Ϲѻ Ϲѻ 

 

Ỗ Ϲѻ2024 6 ᴘ 26 ₣  

Ϲѻ2025 ᴘ 5 ₣  

 

ϖ  

Ϲѻѕ Ὂ ѿḊ ᵺи Ϲ− Ῠ ѿḊᾈ ╝ γ ϋḼ  

ḊṔӰ˟ằ̻Ỳ —˭ Ϲ Ἢּנ їג ѿḊᵭ ╣ ὶ Ү Ậ

ᾒ Ἢּנ ὡ ὶ ҷ Ḋ ᴜᶕ ᴹῥ ᶂѻᵊ ᶟ ֘ᶺ Ἢּנ ֘ᶺ

Ԅ ᶅḹ δ ὡӌ Ἢּנ Ὧἇ ӋἪּנ ͢ ᴩ · ằ ҁ

₣ δ ằ ͢ ᾐ ע δ

Ṗ ѓ ѿḊ◗ ˋ ╝ ᶺ

Ḛᵭ Ϲ−ằ̻ Љ ὂϹ −Љῲ ḛ

ỸẴ  

Ḿᵭ ḊṔӰ˟ằ̻Ỳ ϹὊ ᵭ ѿḊ Ϲ− Љ

Facebook ᷈ Ϲ נּװ  
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3.5  受入れに関するリクルート活動  

 
(1)  日本語学校訪問（in 大阪） 

Ỗ 6 ᴘ 24 ᴘ 10:00 11:00  

╣ ᵴϹᶡ Ṝᶡ 

͒ἐ  ╣− Ṝᶡ ᶡ ᴝӰ ἧ  

˥ṡ ʳ╣− Ṝᶡ ἧ ⁮  

 

Ỗ 6 ᴘ 24 ᴘ 13:00 14:00  

╣ ECCḊṔϑᵴ╧ Ϲᶡ  

͒ἐ −╣ῲ ᾽Ẫוֹ ḊṔ ϹΉ ⁮ Ξ ἧ Ӱ˭  

‭ ΅Ἱ╣− ḊṔ ϹΉ ⁮ Ξ  

 

Ỗ 6 ᴘ 24 ᴘ 15:00 16:00  

╣ ISI Ṝ ɟ

͒ἐ ∩Ẉ ╣− Ӱ  

 

ϖ 高知大学の大学紹介並びに入試に関して説明を行った。また、各日本語教育機関の

教育方針や学生の進学先についても情報を収集した。 

 

(2) 学校法人エール学園進学相談会（in 大阪） 

日時：2024 年 6 月 25 日（火） 

概要：学校法人エール学園が主催する 2024 年度留学生進路オリエンテーションに大学 26

校、専門学校 14 校が参加し、エール学園応用日本語学科、日本語教育学科に在籍の留学生

を対象に説明会が行われた。高知大学の会場において私費留学生募集要項等を配布すると

ともに、高知大学の教育組織、教育内容、入学試験、その他大学の特色等について説明する

とともに、進学希望者からの質問に対応した。質問としては、申し込み時の成績の書類につ

いてコピーも可能かどうか等の質問があった。興味のある学生に 8 月 3 日(土)・4 日(日)

に開催されるオープンキャンパスに参加してほしい旨を周知した。当日、本学の会場に訪れ

た留学生は 72 名であった。 

 

   
エール学園校長先生ご挨拶             高知大学会場の様子 
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(３)  関西語言学院進路相談会（in 京都） 

 

日時：2024 年 7 月 12 日（金） 

概要：関西語言学院主催の進路相談会に大学 43 校、専門学校 16 校が参加し、関西語言学

院のほか、同系列の学校育英館大学別科・北洋大学別科の留学生を対象に相談会が行われた。

高知大学に興味がある進学希望者が 30 名本学のブースを訪れた。訪問者一人一人に本学の

教育組織、教育内容、入学試験等について説明を行い、また 8 月 3 日(土)・4 日(日)に開催

されるオープンキャンパスについても紹介した。進学希望者から奨学金や卒業後の進路実

績等についての質問があった。 

 

  
高知大学ブース               会場の様子 

 

(４) ジーベック外国人留学生のための進学相談会（in 岡山） 
 
日時：2024 年 7 月 19 日（金） 

概要：2024 年 7 月 19 日（金）に、岡山にて開催されたジーベック主催の外国人留学生の

ための進学相談会に大学 10 校、専門学校 13 校が参加し、岡山にある日本語学校の留学生

を対象に進路相談会が行われた。高知大学に興味がある進学希望者が 19 名、日本語学校教

員 4 名が本学のブースを訪れた。訪問者一人一人に本学の教育組織、教育内容、入学試験、

その他大学の特色等について説明を行い、またオープンキャンパス等についても紹介した。

留学生から奨学金のほか、過去問が入手可能かどうか、また合格ライン等についての質問が

あった。 
 

  
高知大学ブース              会場の様子 
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(５)   ECC 国際外語専門学校進学相談会（in 大阪） 

 

日時：2024 年 7 月 27 日（土） 

概要：ECC 外語専門学校主催の校内進学説明会に 39 校が参加し、留学生を対象に説明会

が行われた。高知大学に興味がある進学希望者が５名本学のブースを訪れた。訪問者一人一

人に本学の教育組織、教育内容、入学試験等について説明を行い、8 月 3 日(土)・4 日(日)

に開催されるオープンキャンパスについても紹介した。進学希望者から奨学金や合格ライ

ン、EJU の成績評価等についての質問があった。また、留学生の指導教員もブースに訪れ、

高知大学の留学生受入れ方針や、採用人数を増やす方針があるかどうかに関する質問があ

った。さら、最近「情報科学」を志望する留学生が増えているとのことで、高知大学の当該

専門の特徴についての質問もあった。 

  

高知大学ブース             会場の様子 

 

(6)  日本語学校訪問（in 東京） 

 

日時：2024 年 8 月 1 日(木)14:00 ‐15:30  

訪問先：日本学生支援機構東京日本語教育センター 

概要： 

 2024 年 8 月 1 日(木)に日本学生支援機構東京日本語教育センターを訪問し、主幹補佐

の小池圭美先生に高知大学の大学紹介並びに入試に関して説明を行った。また、日本学生支

援機構東京日本語教育センターの教育方針や学生の進学先についても情報を収集した。日

本学生支援機構東京日本語教育センターの特徴としては、政府の日本語教育機関であるた

め、国費留学生の受入れがあり、原則バイトは禁止で寮が隣接しているため朝から晩まで勉

学に集中できる環境が整えられている。文系志望者は首都圏の私立大学に行く学生が多く、

理系志望者は地方の国立大学も含めて進学希望者が多いとのことなので、積極的に地方の

国立大学への進学も指導しているとのことである。2023 年 4 月に本学の医学部に韓国人

の留学生が入学しているが、彼女も国費留学生で優秀な学生だったとのことである。 
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 学生に直接進学説明会をしてもらうのが良いとのことであったが、地方の国立大学はそ

れほど進学希望者が多くないので、オンラインも含めて日本留学試験が終了した 11 月末か

ら日本語能力試験が終了した 12 月初旬にかけての開催を検討していくことになった。 

 

日時：2024 年 8 月 2 日(金)10:00 ‐11:00  

訪問先：千駄ヶ谷日本語学校 

概要： 

 2024 年 8 月 2 日(金)に千駄ヶ谷日本語学校を訪問し、平井理枝先生に高知大学の大学

紹介並びに入試に関して説明を行った。また、千駄ヶ谷日本語学校の教育方針や学生の進学

先についても情報を収集した。千駄ヶ谷日本語学校は、文部科学省認定の準備教育課程で、

コロナ禍前の 2019 年度には在校生が 1,000 名を超えていたが、入国制限の影響で 2021

年度に 684 名、2022 年度に 542 名に減少した。その後、2023 年には 1,135 名になり

コロナ禍以前よりも在校生が増加し、2024 年度は 1,200 名を超えたとのことだった。学

生の進学先としては、知名度のある国立大学や私立大学をまず目指すが、理系志望者は自分

の専門と成績に合っている地方の国立大学を希望する学生も多いとのことであった。2023

年 4 月に本学の理工学部に中国人の留学生が入学しているので、その学生に卒業生の進学

経験談として説明会で話してもらえれば興味を持つ学生もいると考えられる。 

 また、学生に直接進学説明会をしてくれればとのことであったが、地方の国立大学はそれ

ほど進学希望者が多くないが必ず何名かいるし、日本語教育研究所に在籍する大学院を志

望する学生も含めて説明してほしいとのことであった。そこで、四国四県の国立大学のコン

ソーシアムを形成しオンラインも含めて日本留学試験が終了した 11 月末から日本語能力

試験が終了した 12 月初旬にかけての開催を検討していくことになった。 

  

日時：2024 年 8 月 2 日(金)13:00 ‐14:30  

訪問先：行知学園日本語学校 

概要： 

 2024 年 8 月 2 日(金)に行知学園日本語学校を訪問し、徐仇先生ならびに魏佰蕾先生に

高知大学の大学紹介並びに入試に関して説明を行った。また、行知学園日本語学校の教育方

針や学生の進学先についても情報を収集した。行知学園日本語学校は、中国国内の 20 校あ

まりの国際学校と連携しており、現在 500 名の中国人留学生が在籍しているとのことであ

った。また、高田馬場校や行知学園第二附属日本語学校等の系列校を含めると 800 名ほど

の学生を抱えているそうである。学生は学部進学者が 8 割で大学院進学者が 2 割を占め、

学部進学者は文系、理系とも半々だそうだ。進学先としては、知名度のある国立大学や私立

大学を希望するが、地方の国立大学も学費が安いので人気があるとのことであった。昨年度

は本学の医学部を受験した学生がいたそうであるが、入学には至らなかったそうだ。 
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 学生に直接進学説明会をしてほしいとのことであったが、地方の国立大学は二桁ほどの

学生が志望するので、四国四県の国立大学のコンソーシアムを形成しオンラインも含めて

日本留学試験が終了した 11 月末から日本語能力試験が終了した 12 月初旬にかけての開催

を検討していくことになった。その際は、系列校 500 名に加え、系列の塾生 2,000 名にも

呼びかけたいとのことであった。 

 

(7) 四国国立 4 大学合同進学説明会 in 千駄ヶ谷日本語学校（オンライン） 

 

日時：2024 年 10 月 25 日(金)12:20 ‐13:20  

場所：Zoom 

概要： 

2024 年 10 月 25 日(金)に Zoom で四国国立 4 大学と千駄ヶ谷日本語学校を繋ぎ、合同

進学説明会が行われ、千駄ヶ谷日本語学校ならびに系列校の日本語教育研究所の学生 23 名

が参加した。まず、千駄ヶ谷日本語学校の日本語教育部専任講師の平井里枝先生のご挨拶の

後、高知大学、香川大学、徳島大学、愛媛大学の順で大学紹介並びに入試に関する説明が 10

分間ずつ行われた。その後、大学ごとにブレイクアウトルームに分かれて、個別相談を実施

した。 

 高知大学の 10 分間の説明の際、2023 年 4 月に理工学部に入学した中国人の留学生で千

駄ヶ谷日本語学校を卒業した学生が、進学経験談として高知大学における勉強の環境や入

試の科目、大学卒業後の就職先について説明してくれた。千駄ヶ谷日本語学校の学生は、先

輩の生の声を聞き、本学に興味を持ったとのことであった。 

 また、ブレイクアウトルームに 3 名の学生が訪れ、理工学部の入試科目の配点や日本語

の面接、日本留学試験の日本語の点数についての質問があった。 

 

  
千駄ヶ谷日本語学校進学説明会の様子          学生による進学経験談 
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(8) 四国国立 4 大学合同進学説明会 in 行知学園日本語学校（オンライン） 

 

日時：2024 年 10 月 28 日(月)18:00 ‐19:00  

場所：Zoom 

概要： 

 2024 年 10 月 28 日(月)に Zoom で四国国立 4 大学と行知学園日本語学校を繋ぎ、合

同進学説明会が行われ、行知学園日本語学校ならびに系列校の学生 39 名が参加した。行

知学園の李先生によるご挨拶及び進行に関する説明の後、高知大学、香川大学、徳島大

学、愛媛大学の順で大学紹介並びに入試に関する説明が 10 分間ずつ行われた。その後、

大学ごとにブレイクアウトルームに分かれて、個別相談を実施した。 

 本学のブレイクアウトルームには 3 名の学生が訪れ、農林海洋科学部の特色ならびに研

究内容や医学部の入試や面接についての質問があり、池島副学長から詳細な説明が行われ

た。本学に興味を持ち、一人でも多くの留学生が受験してくれることを期待している。 

 

  
行知学園日本語学校進学説明会の様子              ブレイクアウトルーム 
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4．授業関連 

4.1  グローバル教育支援センター開講日本語総合コース 

 

202 ４ ᵴꞋḀŵ:ŻἸԃΉ  ÓϹѻŹƫƒŻ 

 

` ⱩůƥƵƓŻa 

 

ɟ. ἸԃĽϖ  

 ᷈ ϹĺṖ┬ĨŚ☺ Ϲ−š ῨķĦĮ ᵴŵ:ŻĶđŚ!4ᴘ 3ὗĚŘầōř 

Ή ľ ᵴ ὂἐĶ Ʈƛƭ ῨĽSѯ♦ ᵴⅠT ᵴѺὌἐĶᾑӆƮƛƭ

ῨĽSѯ♦ ᵴⅡT Sѯ♦ ᵴⅢT ӆƮƛƭ ῨĽSᾑ ӆ T Sᾑי ӆγ

ⅠT S ӆ δⅠT S ӆγ ⅠT S ӆṥ ⅠT S ӆрỒ ᵴ ⅠT ῲ

ӆƮƛƭ ῨĽSŵơƧƍų:ŹƩƵ ᵴⅠTĶđŚ! 

 

ɠ. ἸԃƮƛƭĺĳēĵ 

ƮƛƭľᾑŐĵ ᵴšϹὌĨŚϹ−š ῨķĦ ᵴϹὌĺđĮĲĵ Ĺѯ

ủĽὌ ķ ´−ЉĺḾ ᵊ ĹŵơƧƍų:ŹƩƵ ĽὌ š ẰĨ!

ľ ᵴ Ệᴻ N5ƮƛƭķĨŚ! 

  ᾑӆƮƛƭľ ˰ĜּנĜᾑӆ◗ Ľ 4 Ҙ ĽỸ ᶆῲšₑŚ! ľSѯ♦ ᵴ

ⅡTľ ᵴ Ệᴻ N5Ʈƛƭ Sѯ♦ ᵴⅢTľ N4ƮƛƭķĨŚ! 

ӆƮƛƭľ ᾑӆὂ ƮƛƭĽϹ−š ῨķĦ ӆ◗ ĚŘ ӆᵭ ƮƛƭŇĽ 4Ҙ

ĽỸ ᶆῲšₑŚ! ľ ᵴ Ệᴻ N2ƮƛƭķĨŚ! 

ῲӆƮƛƭľ ᵴ Ệᴻ N2ƮƛƭĽϹ−š ῨķĦ ῲӆƮƛƭŇĽ 4Ҙ Ľ

Ỹ ᶆῲšₑř ľ ᵴ Ệᴻ N1ƮƛƭķĨŚ! 

 

ɡ. űƫŻ  

 

ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ѯ♦ ᵴⅠ    ׂ(Α)$ ẈᾏẪ(֖)       Α$֖ 2ᵊ 

Ἰԃ % ɋŁŘěĹ ŭƁŭƌĽ Ŏ ᾙĜ 

      Ɍ Ễ Ạ ѯ  י

            ɍ−Љ ₉ᵴ  ɑ

Ạ Ӱṗ% UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ ṴV 1Ξ? 13Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

      UŎŢĹĽ ᵴᾑӆɟ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

      UĚĹ V 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 
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ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ѯ♦ ᵴⅡ       ₧                3ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆ◗ ĽϹὌ ĿĽϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆĽ ᵴϹὌšᶺĕ! 

ᾑӆĽѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ ᵊĽγ

Ľ →š ẰĨ! 

 Ạ Ӱṗ%UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ ṴV 14Ξ? 21Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

           UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 

 

ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ѯ♦ ᵴⅢ     ₧ $ ׂ             Α 3ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆ◗ ĽϹὌ ĿĽϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆĽ ᵴϹὌšᶺĕ! 

ᾑӆĽѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ ᵊĽγ

Ľ →š ẰĨ! 

 Ạ Ӱṗ%UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ ṴV 20Ξ? 25Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

           UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅡ ṴV 26Ξ? 28Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅡ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 

 

ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

  ᾑ ӆ Ẉ ᾏẪ                ᴘ       י 3ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆƮƛƭĽ ěי ╕ĺẠėŚŗĕĺĹŚ!‫Ħē š⁬ĺĳĠ ӆƮי

ƛƭĽ ᵴϹὌĺ⁮ŏᾈ šĨŚ!ᾑӆ š ὌĦ ‫Ħē šϹὌĦ

ĵēĞ! ṥ→ĺὫ š Ğ! 

ƈůŻƊ% ƑƵƋŤŨƊ 

ͻ % ὶ─$ἵᶼ  Ξ  ѻ Ệᴻ 

 

ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

  ᾑ ӆγ ɟ       ׂ                 2ᵊ 

Ἰԃ % ⁬֕Ĺ š ĦĵĜİŢķ ėŚҘίķ ᵅš⁬ĺĳĠŚ!ōĮ Ĭśĭś

Ľƈ:ƠĶ ķĹĲĵēŚ ĺĳēĵỡḊĽ ͯķ ϴĦ ƜŤœŲƭ

:ƙĶ ĦḀē Ľ š᷈ŐŚĢķš ķĨŚ! 

ƈůŻƊ% UƠƵŮĶϹŅ ᵴ ᵅķ ͯVŤƭű 

ͻ % ḾὊ  Ξ ὶ ὶ─$ἵᶼ  
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ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ӆ δⅠ         Ẫ               Α 1ᵊ 

Ἰԃ % ᵴͭ∞Ľ ķ δĽŻƊƫƈź:šϹł ´ỠĺĨŚ 7Ĺͭ∞š∆

ĦĞ δĶĜŚĢķš ķĨŚ! 

ƈůŻƊ%  U Ľ Ĝķř plus40VῲЫ$ͮЫ ⁵Ἆ 

           UῲӆĽ šĳĠŚ δŻƊƫƈź:VῲЫ ⁵Ἆ 

ͻ % ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  

 

ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ӆγ Ⅰ         ᾋẪ               ₣ 2ᵊ 

Ἰԃ % ӆƮƛƭĽ šẠĲĵ Ϲᶡ ᵬϻ ŤƭƒŦƊĹĸי ´−ЉĽ⁬֕Ĺ

ĺĳēĵ ēĵ δĦ ỡ Ľ ᵅĦĮēĢķš ╕ĺ ėŚĢķěĶĜ

ŚŗĕĺĹŚ!ōĮ ї•ĽđŚἎγ Ĺ ĺĳēĵ Ħ ỡ Ľˋᴳš

ĺᵈĕĢķěĶĜŚŗĕĺĹŚ! 

ƈůŻƊ%  ƑƵƋŤŨƊ 

ͻ % ѻ Ệᴻ ὶ─$ἵᶼ  Ξ $  

 

ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ӆṥ Ⅰ          ᾋẪ               ֖ 2ᵊ 

Ἰԃ %ɋᾑӆ Ӫ ᵅ Ạ ∆ ṥ  

          Ɍ ᶳ Ῑ ᾙ  

          ɍ Ɵ:Ɗœ ŻƫŦƋ ƣ:ƭĹĸ Ľ͒ħĮ ῙšᾙĠŚŗĕĺĹ  

      Ś! 

ƈůŻƊ%  ƑƵƋŤŨƊ 

ͻ % ὶ─$ἵᶼ  Ξ  ѻ Ệᴻ 

 

ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ӆрỒ$ᵴ Ⅰ      Ẫ               ֖ 3ᵊ 

Ἰԃ % ´−ЉĶŗĞᴳŚ Ởœ ᾙĹĸšẠĲĵ рỒG 300ỒHķрỒĶᾙĞ

ᵈ šϹὌĨŚ! 

ƈůŻƊ% U Ϲ−ĽĮŐĽрỒĽӰΉᾙ ӆ 700Kπ LVḊᾙШᶺγ 

ͻ % ὶ─$ἵᶼ  Ξ  ᾴƈŻƊ 

 

  ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

ŵơƧƍų:ŹƩƵ ᵴɟ   ׂ          3ᵊ 

Ἰԃ % ϹĽᶼҞ$̽ὌšĢĹĨĮŐĽ ᵴ šὌ ĨŚķķőĺ Ϲ−−Љš

ŚῲĶה ĹŵơƧƍų:ŹƩƵ š⁬ĺ Ġ ʂ ėŚ š ē SŻƖ

:ƃT S TĹĸĽ Żůƭš‛ĿĨĢķšי“ ķĨŚ!ōĮ ὀ—

Љ ĺ Ĺ ᵴ š⁬ĺĳĠŚĮŐĺ ỡᵒ ┘$ѪԃᴮӃ$ ╗ĺ

Ĺ Ơƌ:œ Ħᵈ Ľ ᵴšὌ ĨŚ! 

ƈůŻƊ% Uὀ—ĽĮŐĽ ᵴVֿפϻ̴ 

           U‛ĿĨ( ὀЉ $ƕźƏŻ ᵴ VḊᾙШᶺγ 

ͻ % ḾὊ  Ξ ὶ ὶ─$ἵᶼ  
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` ůƥƵƓŻa 

 

ɟ. ἸԃĽϖ  

 ᷈ Ϲ ůƥƵƓŻĺṖ┬ĨŚ☺ Ϲ−š ῨķĦĮ ᵴŵ:ŻĶđŚ!4ᴘ 3

ὗĚŘầōř ᵴ ὂἐĶ Ʈƛƭ ῨĽSᾑӆⅠT ᵴ šὌ ĦĵēŚϹ

Ὄἐš ῨķĨŚSᾑӆⅡT ᵴѺὌἐĶ ᵴᾑӆ◗ šὌ ĦĮϹ−š ῨķĦĮ

SᾑӆⅣTš╚ĠŚ!「初級Ⅰ」は週 2 コマ、「初級Ⅱ」と「初級Ⅳ」は週１コマである。 

  
и. ἸԃƮƛƭĺĳēĵ 

 SᾑӆⅠTľ初めて日本語を学習する学生を対象とし、 ᵴϹὌ ѯ

ủ Ὄ ´−Љ Ḿ ᵊ Ὄ Ằ

ᵴ Ệᴻ N5  

 SᾑӆⅡTľ ᵴ šὌ ĦĮϹ−š SᾑӆⅣTľ ᵴᾑӆ◗ šὌ ĦĮϹ−

š ῨķĨŚ!ĬĦĵ ᵴϹὌĺđĮĲĵ Ĺѯ ủĽὌ ķ ´−ЉĺḾ

ᵊ ĹŵơƧƍų:ŹƩƵ ĽὌ š ẰĨ! ľSᾑӆⅡTľ ᵴ Ệᴻ

N5Ʈƛƭ SᾑӆⅣTľ ᵴ Ệᴻ N4ƮƛƭķĨŚ! 

 
й. űƫŻ  

 

ἸԃΉ       ᶼậ            $Ỗᵊ 

  ᾑӆⅠ        ├╩ זẪ         Α 2ᵊ$ 3ᵊ 

授業内容： ①ひらがな、カタカナの読み、書き 

      Ɍ Ễ Ạ ѯ  י

            ɍ−Љ ₉ᵴ  ɑ

使用教材： 『みんなの日本語初級Ⅰ本冊』第 1 課～第 12 課 スリーエーネットワーク 

      『みんなの日本語初級Ⅰ翻訳・文法解説』スリーエーネットワーク 

      『かな入門』 

評価方法：  中間・期末試験、課題・受講態度、出席 

 

ἸԃΉ       ᶼậ            $Ỗᵊ 

ᾑӆⅡ        ├╩ זẪ           2ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆ◗ ĽϹὌ ĿĽϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆĽ ᵴϹὌšᶺĕ! 

ᾑӆĽѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ ᵊĽγ  

Ľ →š ẰĨ! 

Ạ Ӱṗ% UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ ṴV 13Ξ? 20Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

UŎŢĹĽ ᵴᾑӆɟ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 
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ἸԃΉ       ᶼậ            $Ỗᵊ 

ᾑӆɢ        ӱ ʜ             Α 1ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆ◗ ĽϹὌšὊ ĦĮϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆĽ ᵴϹὌšᶺ 

    ĕ!ᾑӆĽѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ  

    ᵊĽγ Ľ →š ẰĨ! 

Ạ Ӱṗ%  UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅡ ṴV 26Ξ? 30Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅡ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 

 

 

`͞ ůƥƵƓŻa 

 

ɟ. ἸԃĽϖ  

  ᷈ Ϲ͞ ůƥƵƓŻĺṖ┬ĨŚ☺ Ϲ−š ῨķĦĮ ᵴŵ:ŻĶđŚ!S ᵴ

ᾑӆⅡT S ᵴᾑӆⅣTšὗÓŵƠĩĳ╚Ġ 2024 4ᴘ 3ὗĚŘ 7ᴘōĶ 15ὗѕ

ϋᶼĨŚ! 

 

ɠ. ἸԃƮƛƭĺĳēĵ 

S ᵴᾑӆⅡTľ ᵴ šὌ ĦĵēŚϹ−š ῨķĦ S ᵴᾑӆⅣTľ 

ᵴᾑӆ◗ šὌ ĦĵēŚϹ−š ῨķĦ ᵴϹὌĺđĮĲĵ Ĺѯ ủ

ĽὌ ķ ´−ЉĺḾ ᵊ ĹŵơƧƍų:ŹƩƵ ĽὌ š ẰĨ!P ķĦĵבּ

Ϲ−ěēĳẇͽĦĵőἸԃĺἧ ↑šőĲĵĚĚŞśŚ ķĨŚ! ľS ᵴᾑ

ӆⅡTľ ᵴ Ệᴻ N5Ʈƛƭ S ᵴᾑӆⅣTľ ᵴ Ệᴻ N4ƮƛƭķĨŚ! 

 

ɡ. űƫŻ  

 

ἸԃΉ          ᶼậ           $Ỗѕ 

ᵴᾑӆɠ       Ḛ˜ ֿפ˗Ẫ         4ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆ◗ ĽϹὌ ĿĽϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆĽ ᵴϹὌšᶺĕ! 

      ᾑӆ◗ Ľѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ ᵊ 

      Ľγ Ľ →š ẰĨ! 

Ạ Ӱṗ% UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ ṴV 13Ξ? 21Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

      UŎŢĹĽ ᵴᾑӆɟ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 
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ἸԃΉ          ᶼậ           $Ỗѕ 

ᵴᾑӆⅣ            Ḛ˜ ֿפ˗Ẫ         5ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆ◗ ĽϹὌšὌ ĦĵēŚϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆᵭ Ľ ᵴϹὌ

šᶺĕ!ᾑӆᵭ Ľѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ

ᵊĽγ Ľ →š ẰĨ! 

Ạ Ӱṗ%  UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠV 23Ξ? 25Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

            UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

            UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅡV 26Ξ? 35Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

UŎŢĹĽ ᵴᾑӆɠ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ % ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 
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202 4 年度日本語総合コース授業科目 第 2 学期シラバス 

 

 

＜朝倉キャンパス＞ 

 

Ⅰ. 授業の概要 

    ᷈ Ϲ Ⱪ Ṗ┬ ☺ Ϲ− Ῠ ᵴ 10 ᴘ 1ὗ

ầ Ή ѯ♦ ᵴɟ ᾑӆ ѯ♦ ᵴɠ ᾑ ӆ

ᾑ ӆγ ɠ ᾑ ӆ ӆ ӆ δ ӆγ ɠ ӆрỒ ᵴ

ɠ ӆ δɠ ӆṥ ɠ ῲӆ ᵴɠ ╚ 

 

Ⅱ. 授業レベルについて 

ᾑ ᵴ ϹὌ Ϲ− Ῠ ᵴϹὌ ѯ

ủ Ὄ ´−Љ Ḿ ᵊ Ὄ Ằ

ᵴ Ệᴻ N5  

ᾑӆ ᵴᾑӆ◗ Ὄ Ϲ− Ῠ ᵴϹὌ ѯ

ủ Ὄ ´−Љ Ḿ ᵊ Ὄ Ằ

ᵴ ỆᴻN4  

ӆ ᾑӆὂ Ϲ− Ῠ ᾑӆᵭ ӆ◗ 4 Ҙ

Ỹ ₑ ᵴ ỆNᴻ2  

ῲӆ ᵴ Ệ Nᴻ2 Ϲ− Ῠ ῲӆ 4 Ҙ Ỹ

ₑ ᵴ ỆNᴻ1  

 

Ⅲ. クラス内容 

 

授業科目        担当講師名          曜日・時間 

ѯ♦ ᵴɟ         ₧ (Α) (ׂ֖)            Α 2 ᵊ ֖ 3 ᵊ 

授業内容： ①ひらがな、カタカナの読み、書き 

      Ɍ Ễ Ạ ѯ  י

            ɍ−Љ ₉ᵴ  ɑ

使用教材： 『みんなの日本語初級Ⅰ本冊』第 1 課～第 13 課 スリーエーネットワーク 

      『みんなの日本語初級Ⅰ翻訳・文法解説』スリーエーネットワーク 

      『かな入門』 

評価方法：  中間・期末試験、課題・受講態度、出席 
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ἸԃΉ         ᶼậ           $Ỗᵊ 

 ѯ♦ ᵴɠ              ₧  ׂ                  Α 3 ᵊ 

Ἰԃ % ᾑӆ◗ ĽϹὌ ĿĽϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆĽ ᵴϹὌšᶺĕ! 

ᾑӆĽѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ ᵊĽγ

Ľ →š ẰĨ! 

 Ạ Ӱṗ%UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ ṴV 14Ξ? 25Ξ ŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

UŎŢĹĽ ᵴᾑӆⅠ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 

 

授業科目        担当講師名          曜日・時限 

ᾑ ӆγ ɠ             ᾋẪ                       ₣ 2 ᵊ 

  授業内容： 初中級 (N3) ～中級レベル (N2) の文型を使って、自分の表現したいこと

をわかりやすく適切に相手に伝えることができるようになる。日常生活で出

会う場面についてロールプレイしたり、興味関心のある話題について発表し

たり、グループで話し合ったりする。 

使用教材：  ハンドアウト 

評価方法： 出席・課題を含む受講態度、期末試験 

 

授業科目        担当講師名          曜日・時限 

初中級文法        池 純子             水曜日 2 限 

  授業内容： 初中級レベルの文型や類似表現の違いを学習し、より詳しく、適切な表現を

使って会話をしたり作文を書いたりできるようになる。短い文章を読んで、そ

の中に出てくる初中級 (N3) ～中級前半レベル (N2) の文法・文型や表現の

使い方を学ぶ。 

使用教材：  ハンドアウト 

評価方法： 出席・課題を含む受講態度、期末試験 

 

授業科目        担当講師名          曜日・時限 

中級読解          吉田 鈴香           月曜日 2 限 

授業内容： 正確に内容を把握し、自分が理解したことを他の人に伝えられるようになるこ

とを目指す。日本人や日本社会について書かれた文章を読む。自ら考えて答え

ることによって、正確に内容を把握できる力をつける。 

テキスト：  ハンドアウト 

評価方法： 出席・受講態度、課題、小テスト 
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授業科目        担当講師名          曜日・時限 

ӆγ ɠ               Ẫ                   Α 1 ᵊ 

授業内容： 会話の機能ごとにさまざまな表現を学び、場面や状況に応じて適切なコミュニ

ケーションができるようになる。 

テキスト： 『ロールプレイ玉手箱』ひつじ書房 

評価方法： 受講態度、期末試験 

 

授業科目        担当講師名          曜日・時限 

ӆрỒ ᵴ ɠ          Ẉ ᾏẪ                     ₣ 1 ᵊ 

授業内容： 大学の授業や日常生活でよく使われる漢字と語彙を身につける。読解や文書                   

作成に必要な漢字・語彙を学習する。学習した漢字を使って文を作る練習を                   

する。小テストをしたり作文の宿題を出したりすることもある。 

テキスト： ハンドアウト 

評価方法： 期末試験、出席を含む受講態度、宿題・小テスト 

 

授業科目        担当講師名           曜日・時限 

ӆ δɠ               ₧                        3 ᵊ 

 授業内容： 会話場面におけるリスニング能力を高め、場面に応じて適切に話す能力を付け

ることを目標とする。 

使用教材： 『聞いて覚える話し方 日本語生中継』中～上級編 くろしお出版 

評価方法： 期末試験 or 発表、出席、課題・受講態度 

 

授業科目        担当講師名            曜日・時限 

ӆṥ ɠ               Ẫ                   ֖ 3 ᵊ 

 授業内容： 文章作成に必要な基本事項を学び、さまざまな表現を使って目的に応じた文章

が書けるようになる。 

テキスト： ハンドアウト 

評価方法： 受講態度・課題、期末試験 

 

授業科目        担当講師名           曜日・時限 

コミュニケーション日本語Ⅱ  林 翠芳            木曜日 2 限 

授業内容：  大学の講義・演習をこなすための日本語能力を習得するとともに、学生生活を

送る上で必要なコミュニケーション能力を身に付け、考える力を養い、「スピ

ーチ」、「討論」などの発信型スキルを伸ばすことを目標とする。 

テキスト： ハンドアウト 

評価方法： 最終発表、課題提出、出席・受講態度 
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＜物部キャンパス＞ 

 

ɟ. Ἰԃ ϖ  

 ᷈ Ϲ Ṗ┬ ☺ Ϲ− Ῠ ᵴ 10 ᴘ 1 ὗ

ầ ᵴ Ὄἐ Ῠ ᾑӆɟ ᵴᾑӆ◗ Ὄ ϹὌἐ Ῠ

ᾑӆɡ ᵴᾑӆᵭ Ὄ ϹὌἐ Ῠ ᾑ ӆɟ2024

Ϲ− Ῠ Ỏ῾ ╚ ᾑӆɟ ὗ2 ᾑӆɡ ᾑ ӆɟ Ỏ

῾ ὗ  

 

ɠ. Ἰԃ  

  ᾑӆɟ ᾑ ᵴ ϹὌ Ϲ− Ῠ ᵴϹὌ ѯ

ủ Ὄ ´−Љ Ḿ ᵊ Ὄ Ằ

ᵴ Ệᴻ N5  

  ᾑӆɡ ᵴᾑӆ◗ Ὄ Ϲ− Ῠ ᵴϹὌ ѯ

ủ Ὄ ´−Љ Ḿ ᵊ Ὄ Ằ

ᵴ ỆᴻN4  

 ᾑ ӆɟ ᵴᾑӆ◗ Ὄ Ϲ− Ῠ ᾑӆᵭ ӆ◗

4 Ҙ ᶆῲ ₑ ᵴ Ệ Nᴻ3  

Ỏ῾ −Љ ж Ϲ− Ῠ ᷈ ᴱ −ЉуӨ ж Ḛᵭ

−Љ ῲ ῾ Ὄ ˞ ⁵ ̳ їג

Ằ  

 

ɡ.  

ἸԃΉ                 ᶼậ                     Ỗ  ə

ᾑӆɟ                  ├╩זẪ                 Α 2 ᵊ 3 ᵊ 

Ἰԃ  ɋ ᾙ 

        Ɍ Ễ Ạ ѯ  י

          ɍ−Љ ₉ᵴ  ɑ

Ạ Ӱṗ  ᵴᾑӆɟ Ṵ 1 Ξ 12 Ξ  

          ᵴᾑӆɟ δ╝  

           

ͻ   ѕ ѻ Ệᴻ Ξ ἵᶼ ᾴ  

 

ἸԃΉ                 ᶼậ                     Ỗ  ə

ᾑӆɡ                   ├╩ זẪ                    2 ᵊ 

Ἰԃ   ᾑӆ◗ ϹὌ ϹὌἐ ˰ נּ ᾑӆ ᵴϹὌ ᶺ ᾑӆ

ӆ ᵭѻ ѯ י ᵴ Ὄ ´ Ὼ γ

 

Ạ Ӱṗ  ᵴᾑӆɟ Ṵ 13 Ξ 21 Ξ  

          ᵴᾑӆɟ δ╝  

ͻ   ѻ Ệᴻ Ξ ἵᶼ ᾴ  
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ἸԃΉ                 ᶼậ                     Ỗ  ə

ᾑ ӆɟ                ӱ ʜ                       Α 1 ᵊ 

Ἰԃ   ᾑ ӆ◗ י ᵴ ϹὌ • ấҘ ӆ  

  ˒ᶺ  

Ạ Ӱṗ  ᵴᾑӆɠ Ṵ 31 Ξ 35 Ξ  

          ᵴᾑӆɠ δ╝  

ͻ   ѻ Ệᴻ Ξ ἵᶼ ὶ─ 

 

ἸԃΉ                 ᶼậ                     Ỗ  ə

Ỏ῾                Ḛ˜  ֿפ˗Ẫ                  ᴘ 3 ᵊ 

Ἰԃ  ᷈ ᴱҷ ᷈ Ậ ḊẬ −ЉуӨ ж ˫Ῠ‰ ͯ ᴻ  

 

ɋ ỡᵒ῝β ᷈ ᴱ ῝β 

Ɍ ἒ ῶ ᷈ Ậ ᴳ ᾌ 

ɍ ḊẬ −Љ ╝ ҷ ṉϓ ї ῾ ϹὌ 

Ɏ ấ ὣ (τ њ ѣ ồ)  ʌ

ɏ ϹὌ 

ɐ ∆ᴘ  ᴻ

ɑ Ỏ῾ еⱵ ϧḊỎ῾ ϴ 

Ạ Ӱṗ  ỡӰṗ  

ͻ  Ξ ἵᶼ ὶ─ 
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＜岡豊キャンパス＞ 

 

Ⅰ. 授業の概要 

 高知大学岡豊キャンパスに在籍する全留学生を対象とした日本語コースである。「日本語

初級Ⅲ」、「日本語初中級Ⅰ」を週１コマずつ設け、2024 年 10 月第 1 週から 2025 年 1

月まで 15 週間開講する。 

 

Ⅱ. 授業レベルについて 

 「日本語初級ɡ」は、初級前半を学習した学生を対象とし、日本語学習にあたって必要な

基本的知識の習得と、日常生活に最低限必要なコミュニケーション能力の習得を目指す。

到達目標は日本語能力試験 N4 レベルとする。 

 「日本語初中級Ⅰ」は、初級後半を習得した学生を対象とし、初級後半から中級前半レベ

ルへの 4 技能の向上を図る。到達目標は日本語能力試験 N3 レベルとする。 

 

Ⅲ. クラス内容 

 

授業科目         担当講師名          曜日・時間 

ᵴᾑӆɡ              Ḛ˜ ֿפ˗Ẫ                   4 ᵊ 

授業内容： ᾑӆ◗ ĽϹὌ ĿĽϹὌἐĺ Ħ נּװĦĵᾑӆĽ ᵴϹὌšᶺĕ! 

ᾑӆĽѯ Ĺ ᷆ י ĽϹὌĺŗř ´−Љĺ Ḿ ᵊĽγ

Ľ →š ẰĨ! 

 Ạ Ӱṗ%UŎŢĹĽ ᵴᾑӆɟ Ṵ 20 Ξ 25 Ξ   

ᵴᾑӆɟ δ╝  

            ᵴᾑӆɠ Ṵ 26 Ξ 32 Ξ   

ᵴᾑӆɠ $ δ╝VŻƬ:Ū:ƏƅƊƱ:ű 

ͻ %  ѻ Ệᴻ Ξ $ἵᶼ  ὶ─ 

 

授業科目         担当講師名          曜日・時間 

日本語初中級ɟ          今井 多衣子         木曜日 5 限 

授業内容： 中級の文型、語彙を学習し、読む力、書く力をつけ、日本語能力試験 N3 レ 

      べルを目指す。 

使用教材： 『中級日本文法要点整理ポイント 20 』スリーエーネットワーク 

評価方法： 期末試験、課題・受講態度、出席 
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4.2 共通教育開講科目 

 

(1) 地域文化理解（第 2 学期） 

 

「地域文化理解」の授業は、第 2 学期に共通教育社会分野科目において開講された。本

授業は事前・事後学習並びに体験学習を通して地域の現状や課題・地域の取り組みを理解し、

多文化共生社会において、どのように地域振興を推進していくべきか、学生の目線から課題

を見付け、その解決策を考え、地域の活性化を目指す地方創生への寄与を目的としている。

また、このような一連の活動から得た学びを地域に還元する仕組みの構築を目指している。 

 202 4 年度は、受講生 20 名（留学生 13 名・日本人学生 7 名）による国際共修授業が行

われた。また、体験学習も体験先の協力を得てカリキュラム通り 3 回実施した。授業の前

半は地域の現状及び課題を認識するため、講義で学ぶとともに、高校生や中山間地域住民と

の交流を中心とした体験学習が行われた。授業の後半では多文化共生社会における地域振

興を中心に学びを深め、外国人社員を積極的に採用している県内企業を見学するとともに

交流活動を通した体験活動が行われた。 

 受講生の終了アンケート評価の結果、一連の授業の活動の満足度は 5 段階評価中 4.7 で

高評価を博した。本授業を通して受講生個々人が地域の現状や課題を認識し、自分事として

地域との互恵関係の構築や多文化共生社会における地域振興・地方創生についての解決策

を提案するに至ったと言える。 

    

高知県立安芸高等学校生徒との交流の様子   株式会社土佐電子社員との交流の様子 

       

大豊町にて餅つき体験              旧立川番所書院にて大豊町地元住民と記念写真 



 
47  

 

(2) サマープログラム (Japanese Studies I / II)  

   

ᶗ 2024 7 ᴘ ỸẴ Ӱ˭ ӰἸ

ᾝӰ ᾂӰἸ ѪΪ ̘̓ ᶺ ẇͽἐ ᷈ Ϲ ᶡע ӡ

Ḋ Ϲ1 3 ̥Ḋ Ϲ1 Ḋ

ὁ Ϲ ᶡ 4 Ϲ− ᵭ 2 ὗѕ

Ϲ 5 ᾟẪϹ− ͽ  ẇͽϹ− Japanese 

Studies I/II ˢу Љᶺ Ϲ ˂ Ἠ

 ӰἸ ᵴ Ἰԃ ѝ 16 ỸẴ

̥Ḋ Ḋ ẇͽἐ ỡḊ Ỏ◗ ᵴ Ϲ כֿ ẇͽἐ

3 ╚ ᵴ Ἰԃ ᷈ Ϲ Ϲ− ᵈ

ᵴ ᶺ ẇͽϹ− ᵈᵴϹὌ ͽ − Η ╙ Ế Ἒ ṥ ᴟ

ͯ Ϲ Ỹ◐ ẇͽ Ϲ− ‏

̴ ║͞ ψ֖Ṏ ˁ Ế њ ᴘ COSA Ὧ

ᴻ ᴱ Ὼᾒ ᴘ ᴽ τ уӨ ᴮӃ ☺ Ἠ ♯

Ϲ ϻ ᴽ ⁵ ᵺ

☺ ẇͽἐ ᶋ Ϲ ᵺ їג ˓ổ Ὣ Ἢ
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ˀͮ ẇͽἐ  

The following are comments by participants  

¶ I had a lot of fun and really enjoyed my time here  

¶ I thought that all of the field trips that we took were very interesting and 

informative regarding local culture  

¶ I have had fun a lot. Everything was amazing!  

¶ Meet a lot of people with the same passions. Nice weather and nature spots. 

Good food and nice people.  

¶ Visiting local non - touristic places, amazing friendly atmosphere, learning a lot 

of new things by fun way  

¶ Because it's a funny and interesting experience.  

¶ I had an amazing time at Kochi but two weeks are too short.  

¶ It was very fun and I got to have a different experience than people who go to 

Tokyo. Also learned a lot of new phrases and met new friends.  

¶ It was fun. It didn't feel like I was having to attend too many activities whilst 

still providing engaging experiences.  

¶ I learn a lot in this month, we were in places that are not known by the tourists. 

I met a lot of nice people in Kochi  

¶ Food in cafeteria is so cheap i love it  

¶ I learned Japanese language first time that s so fun  

¶ It was very fun and I enjoyed it so much. The places we visited as a group and 

activities that we did together was very fun and memorable.   

¶ The Japanese students are really nice and kind. The activities are actually 

interesting.  

¶ Ξ ѕ ắ ‪ Ѿγ ḾὊ

כֿ ṥ Ἒ Ὂ

͵ε π◘ ắ 

¶ Because I made a lot of friends. And I felt foreign culture and I experienced 

many things for the first time. Next year I d like to join Japanese studies 1.  

¶ I made many friends of foreign students. I can make my mind to learn English 

and other language more.  

¶ It is very good experience for me. Because it's a chance to talk with foreigners 

and touch the foreign culture. Also, I wanna talk in English more!  

¶ ― ͯ ᴻ Field trip ᷈ Ό е

ᶺ ắ  

¶ I could did a lot of experience. and the summer program is good for me to practice 

speaking English. Ϲ Ҝỏ ᴻ  

¶ I could make foreign friends and learn about languages and Kochi. It was really 

precious time for me.  

¶ I really liked the program because of the activities and the colleagues who 

supported us.  
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(3) 短期留学プログラム（第 1 学期・第 2 学期） 

 

「Short - term  Study  Abroad  Program （短期留学プログラム）」は、海外における外国

語学習及び異文化体験を通して、語学力の向上ならびに国際感覚の涵養を目指す海外実習

を含む科目で、共通教育科目（集中講義）として開講された。渡航前に行う事前学習では、

履修学生は滞在国の事情調査、渡航準備、基礎英会話などを学習するとともに、海外実習前

の語学力を確認するためのアセスメントテストを実施した。海外実習では、学生は各自語学

学校に通いながら、実践的外国語運用能力や異文化理解力を高めた。帰国後、事後学習とし

て英語のアセスメントテスト、レポート及びプレゼンテーションによる学習成果の報告を

行った。昨年度まで開講していた「グローバルコミュニケーション」を、2023 年第１学期

より科目名「Short - term  Study  Abroad  Program 」に改め、学生が自身の希望・予算に応

じて、幅広い選択肢の中から海外実習先を選択できるようにした。 
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< 第 1 学期>  

人文社会科学部、理工学部、農林海洋学部など 11 名の学生が履修した。2023 年 5 月〜

7 月にかけて事前学習を行い、8 月〜9 月に履修学生はオーストラリア（ケアンズ）の Sun 

Pacific  College 、同国（メルボルン）の Albright  Institute 、ニュージーランド（オークラ

ンド）の New Zealand  Language  Centres 、マレーシア（クアラルンプール）の ELC 

Malaysia に 3〜4 週間の日程で各自留学した。 

 

< 第 2 学期>  

人文社会科学部、医学部、農林海洋学部など 8 名の学生が履修した。2023 年 11 月〜

2024 年 1 月にかけて事前学習を行い、2〜3 月に履修学生はオーストラリア（ブリスベン

/ ケアンズ、7 人）の Sun Pacific  College 、イギリス（ブライトン、2 人）の Oxford  

International  English 、ニュージーランド（オークランド）の New Zealand  Language  

Centres 、マレーシア（クアラルンプール）の ELC Malaysia 、フィリピン (マニラ)、韓国

（釜山外国語大学) に 2〜6 週間の日程で各自留学した。 

このプログラムを運営した経験から学んだことは、より良いプロモーションの必要性で

ある。そこで 2024 年度からは、新入生が大学に入学する前に、このコースに関する情報

を掲載したパンフレットを配布することにした。 

 

 

(4) GEASC  共通教育科目コース  

2024 年度には、センターが提供する英語による共通教育科目として、以下の科目が開講

された。 

¶ グローバル言語としての英語（第 1 学期、17 名） 

¶ 英語の起源と進化（第 1 学期、16 名） 

¶ 国際ジャーナリズムとメディア（第 2 学期、3 名） 

¶ プロフェッショナル・コミュニケーションのための英語（第 2 学期、5 名） 

¶ IELTS/TOEFL/ 英検準 1 級対策コース（第 1・2 学期） 

¶ 短期留学プログラム（第 1・2 学期） 

¶ 海外留学補習プログラム（第 1・2 学期） 

¶ Japanese Studies I/II （第 2 学期、12/18 名） 

また、第 1 学期には「異文化対応能力開発」コースが新たに導入された。（23 名） 
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(５)  IELTS ／TOEFL／英検準１級対策コース（第 1 学期・第 2 学期） 

このコースは、2024 年度第 1 学期には 61 名、第 2 学期には 9 名の学生が受講した。

このコースのシラバスでは、試験作成者が用いるテクニックには多くの類似点があるとい

う前提に基づき、複数の状況で応用できる一般的な試験対策スキルと戦略の指導に重点を

置いている。そのようなテクニックの 1 つに、同義語や言い換え表現の使用を含む、さま

ざまな文章変換方法の使用がある。また、学期中、参加者は毎週オンラインで語彙学習の課

題をこなす必要があった。なぜなら、特に英検では、受容的・生産的タスクの両方で語彙力

が試されるからである。 

第 1 学期にコースを受講した学生の EF セットテストのスコアは平均 6 ％向上した

（IELTS では 0.5 の向上に相当）。 

 

異文化対応能力の育成 

学生にグローバルな視点を持つよう促し、海外留学を奨励するために、2023 - 24 年度に

異文化対応能力教育の新しいコースが導入された。主な目的は、グローバルな市民意識と調

和を育むために、自国以外の文化に対する理解と共感を深めることである。参加学生は、個

人およびグループでの一連の活動を通して、文化や異文化コミュニケーションに対する自

身の考え方や態度、信念について振り返り、異文化対応能力を備えたグローバル市民となる

ための一歩を踏み出す。このコースは、短期または長期の海外留学、海外でのボランティア

活動やインターンシップを計画している学生、あるいはグローバル市民として成長するこ

とに興味のある学生を対象としている。 

このコースは主に Moodle を活用し、授業中、学生は以下のシラバスに基づく個人および

グループのアクティビティを行った。  

1.  ホフステードの文化オニオン 

2.  異文化チェックリスト 

3.  価値観チェックリスト 

4.  文化の違いに対する非効果的な対応の認識 

5.  ステレオタイプの問題点とは？ 

6.  彼らは私たちについて何を理解する必要があるのか？ 

7.  事実、態度、行動 

8.  コミュニケーションの種類 

9.  ホフステードの次元 

10.  ボディランゲージの観察 

11.  カルチャーショックの認識 

12.  カルチャーショックのチェックリスト 



 
52  

 

13.  異文化コミュニケーションスキルのチェックリスト 

14.  異文化で効果的な人材とは？ 

15.  異文化に関する知識と理解 

以下は、コースのアンケートに寄せられた学生のコメントの一部である。 

・今まであまり気にしていなかった国の文化や日本との違いなどを知ることができ、視野が広が

ったと思う。自分の文化とは異なる文化に遭遇した時にどのように対応すればよいのか、どのよ

うなことを意識すればよいのかを考えることができた。先生が親しみやすく、毎回授業が楽しか

った。 

・この授業を通して異文化理解に対して必要なポイントを学ぶことができたし、自分で調べ、文

章にまとめることでより異文化理解について学びを深められたように感じた。また、Moodle 内

で配布されている資料も興味深いものが多く、授業内で大いに活用することができ、さらに異文

化理解についての関心が高まった。 

・日本以外の国の文化に元々興味を持っていて学びたいことを学ぶことができたので、よかった

し楽しく授業を受けることが出来た。また、授業はすべて英語なのでリスニング力やライティン

グ力が少しは上がったかなと感じた。 

・ただ異文化間の能力を開発するだけでなく英語のリスニング能力も向上したように感じた。異

なる文化の人々と接する上で重要な態度や挨拶、文化を知ることができてよかったと思う。 
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5．その他 

 

 ϑḊ⁵ Ϲ−Ṗ┬ Ӳ 
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(2)  自律学習支援センター（OASIS）との連携 

 

グローバル教育支援センターの設置（2022 年 10 月）を契機に、自律学習支援セン

ター（OASIS）との連携体制の強化をこれまで進めてきた。OASIS はこれまで、IELTS

講座や TOEIC 講座、e ラーニングを活用した英語力向上プロジェクトをはじめ、留学

生や海外の大学生との対面及びオンラインによるパートナーシップ・プログラムや交流

会、セミナーなど、様々な取組を行っており実績が構築されている。そのため、このよ

うな活動を通じ、高知大学生の留学促進、及び留学生との交流によるキャンパスの国際

化を共に協力しながら推進していくことが求められる。 

 現在、多くの留学生がパートナーシップ・プログラムや自主学習の場として OASIS

を頻繁に利用している。また、OASIS の入り口の団欒スペースを活用して、日本人学

生と留学生が集い、活発な交流ができている。これらの活動は、双方にとって学び合い

の機会となり、キャンパスの国際化に大きく寄与していると考えられる。 

 これまでグローバル教育支援センターは、OASIS と協力し英語関連講座やセミナー

の開催を積極的に行なってきた（資料 1～4 参照）。これらの取り組みは、「第 4 期中

期目標・中期計画」で求められている、学生の語学力を強化し、学生の海外派遣数を増

加させることに大いに関連する。その重要性は、グローバル教育支援センターが実施し

た、留学アンケート、及びオンラインスピーキングテストの結果からも明らかであり、

留学を促進するためには、学生の語学力向上が不可欠であることを示している。2025

年度も、OASIS と連携を図った語学力向上講座、グローバルセミナーの開催を実施し

ていく予定である。 

 

 

ỉ 1  ᵴϹ ᶆῲᶼḹ ʼ 1Ϲѻ  
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資料 2 語学力向上講座の案内（第 1 学期） 

 

 
                           資料３ 開催セミナー 
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資料 4 語学力向上講座の案内（第 2 学期） 

 

 

(３)  スペイン語試験対策講座 

 

ᴘ ᷈ Ϲ ̝ ὁ ỡộ ϹBUAP ӣ ‫

ᴕ Ϲ ᵺи Ϲ Ѵ Ϲ− Ῠ ᵴỆᴻ ṭᶼḹ ϋᶼ

Ϲѻ 6 ѕ ᴁ9 Ỗѕ ỸẴ ᶼḹ •

BUAP Ϲ Ѵ Ṕ ἵᴻ ᴩ Ệᴻ ṭ ᶺ ̥ᵴˀϑ ᵈᵴ

ᴩ Ệᴻ ṭ Ή ᷈ Ϲ ╚ 2024 Ϲ− Ѵ

̼ ᶼḹ ϋᶼ ᶼḹ4 Ϲ− ẇͽ 1 BUAP ᵴϹ

ᴙ CEFR B ᴘ1 ѕ Ϲ ᵺи Ϲ

1 ἵᶼἐ ↓ ᾯϹ֖ Ϯ ᴘ1 ѕ Ḋ ỡộ Ϲ

Ϲ  
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参考資料 

 

(1) 交流協定校一覧（大学間・部局間） 
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(2) 海外派遣学生一覧 

 

2023 ᵺи Ϲ ˀͮ  

 

ᵺи Ϲ− ἵ  

2023 ᴘ    

2023 ᴘ    

2023 ᴘ    

2023 ᴘ    

2024 ᴘ    

2024 ᴘ    

Ḁᴁ   

Ṗ ỉϫ ѻ Ṗ ἵ  

 

ᵺи Ϲ− ᴷ  
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